
【歳出】 単位：千円

歳　　出 当初予算 予算現額 ２月補正額 補正後予算額

（款）　５ 総務費 255,600 255,600 ▲ 1,063 254,537

（款）１０ 保険給付費 11,208,335 11,208,335 192,515 11,400,850

（款）２７ 基金積立金 65,542 65,542 405,653 471,195

（款）３０ 諸支出金 146,001 146,001 ▲ 121,335 24,666

予算総額 16,800,000 16,800,000 475,770 17,275,770

資料１

令和３年度国民健康保険特別会計（２月補正）予算案（主な補正項目）

概　要

●人件費の減額　　　▲1,065
　※人件費（職員給与費、会計年度任用職員給与費）の減額のため。

●一般被保険者療養費の増額　　　3,820
　※想定見込件数の増加に伴う、増額見込みに備えるため。
●一般被保険者高額療養費の増額　　　188,695
　※想定見込件数の増加に伴う、増額見込みに備えるため。

●新規積立金の増　　　405,653
　※令和３年度に繰越した令和２年度分剰余金を国保財政安定化を図ることから、基金に積立てる
ため。

●保険料過誤納還付金・加算金の減額　　　▲125,560
　※新型コロナウイルス感染症の影響による過年度減免件が制度的になくなったため。
●国庫支出金返納金の増額　　　4,225
　※交付を受けた補助金等に返還が生じたため。
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【歳入】 単位：千円

歳　　入 当初予算 予算現額 ２月補正額 補正後予算額

（款）０５ 国民健康保険料 3,920,413 3,920,413 35,805 3,956,218

（款）２０ 国庫支出金 53 53 9,084 9,137

（款）３０ 県支出金 11,461,187 11,461,187 14,206 11,475,393

（款）４０ 繰入金 1,389,492 1,389,492 8,022 1,397,514

（款）４５ 繰越金 2,000 2,000 405,653 407,653

（款）５０ 諸収入 26,688 26,688 3,000 29,688

予算総額 16,800,000 16,800,000 475,770 17,275,770

概　要

●一般被保険者国民健康保険料の増額　　　37,024
　※当初見込んだ被保険者数が増加したことに伴い、賦課総額も増額となったため。
●退職被保険者等国民健康保険料の減額　　　▲1,219
　※滞納繰越分の保険料が見込んだほど収納されなかったため。

●災害臨時特例補助金（新型コロナウイルス感染症対応分）の増額　　　9,000
　※新型コロナウイルス感染症の影響による保険料減免に対する国庫補助が新設されたため。
●国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金の増額　　　84
　※マイナンバー制度の利用促進に係る費用に対する国庫補助が新設されたため。

●保険給付費交付金（普通交付金）の増額　　　189,515
　※保険給付費が増額見込みであり、それに伴い、県交付金の交付確定額が増額となるため。
●保険者努力支援分の増額　　　4,059
　※県交付金の交付確定額が当初予算額を上回ることとなったため。
●保険給付費交付金（特別調整交付金）市町村分の減額　　　▲155,250
  ※県交付金の交付確定額が当初予算額を下回ることとなったため。
●県繰入金（２号分）の減額　　　▲15,820
　※県交付金の交付確定額が当初予算額を下回ることとなったため。
●特定健康診査等負担金の減額　　　▲8,298
  ※県負担金の交付確定額が当初予算額を下回ることとなったため。

●保険基盤安定繰入金の増額　　　60,404
　※保険基盤安定負担金（一般会計：国庫補助金、県支出金）の額の確定によるもの。
●職員給与費等繰入金の減額　　　▲1,065
　※歳出の人件費（職員給与費等）の減額補正に伴い、減額するもの。
●財政安定化支援事業繰入金の増額　　　3,641
　※国民健康保険財政安定化支援事業繰入金の所要額の試算確定によるもの。
●その他一般会計繰入金の減額　　　▲54,960
　※特定財源によらない歳入の差額調整に伴い、一般会計繰入金を減額するもの。

●令和２年度繰越金の増額　　　405,653
  ※令和２年度決算の確定に伴い、剰余金を繰り越すもの。

●一般被保険者第三者行為納付金の増額　　　3,000
  ※当初の見込みより、納付金が増収したため。
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